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2.18.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
鈴木 克 
 
移動情報に基づいた動的登録エリア構成法の提案 
近年、携帯電話が大幅に普及している。そのため、通信に使用する帯域の節約を目的として、
基地局の通信範囲(セル)を小域化し、その数を増加してきた。しかし、セルの増加に伴い通信
網は複雑化し位置管理に必要なコストが増加した。そこで本研究では、複数のユーザの移動情
報を元にサービスエリア内の移動特徴を抽出し、その特徴を元に効率の良い登録エリアを構成
する事で複数のユーザの移動を効率的に管理する手法を提案する。 
蛯澤 綾乃 
 
チャンキングとカテゴリを利用した携帯電話向け予測入力手法の提案 
携帯電話の普及とともに，携帯電話で文字入力を行う機会が増えているが，携帯電話はその特
性上，入力に多くの打鍵を必要とし，迅速な入力が困難である．そこで本研究では，予測入力
を活用し打鍵数の減少を目指している．予測入力を行う際，チャンキングを行い，同じカテゴ
リのメールに含まれるチャンクを利用することで話題に沿った効率のよい入力を行う． 
大友 恵 
 
スピーチ構成図における反論部の改善およびシステム化 
近年，コミュニケーション媒体の普及および多様化により一般的にコミュニケーション能力の
低下が問題となっている．そこで，自分の考えを筋道立てて相手に伝えるために「スピーチ構
成図」が考案されている．しかし現在のスピーチ構成図では反論部が限定され，コミュニケー
ション能力を抑制している．本研究では，スピーチ構成図の反論部を改善し，対話を行うこと
でより自然でかつ限定されない結論を導くシステムの作成を行う． 
加藤 久輝 
 
新しい角度特徴抽出手法を用いた角度変化に強い顔認証システムの提案 
顔認証は画像のみを使用するので利用者の抵抗感が少なく、応用性が広いという利点と、画像
の顔の向きが変化する等の要因で認識率が低下する欠点を持つ。本研究では画像から角度特徴
を自動的に抽出し、ニューラルネットワークを通して画像特徴への変換を行う事で角度変化に
強い顔認証システムを提案する。実験の結果、提案手法は先行研究より高い精度で変換をおこ
なっている事が確認出来た。 
千田 隼平 
 
Associative Memoryでの記憶限界領域における画像特徴に関する研究 
近年，脳の障害が増加してきており，原因は解明されていないのが現状である．その中で，記
憶したものはどのように保管されているのか，どういったパターンが記憶しやすいのかを調査
するために，Associative Memoryを用いた実験を行う．本研究では，遺伝的アルゴリズムを用
いて Associative Memoryの記憶限界領域の調査をすることで，多く記憶できる画像の組合せと，
その特徴を調査する． 
千葉 恭平 
 
Chipless RFIDの受信波解析手法の提案 
近年，無線周波数から識別を行う RFIDの普及が進んでいる．しかし，ICチップのコストや通
信可能距離の観点から，利用可能な範囲が限られている．そこで，新たな規格として，低コス
トでかつ長距離通信も可能である Chipless RFIDが提案されているが，受信波解析に有効な手
法は，まだ確立されていない．本研究では，人工ニューラルネットワークを用いた Chipless RFID
の受信波解析手法を提案する． 
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吉田 俊広 
 
Web検索結果における一致率を利用したラベリング手法の提案 
ロボット型検索エンジンにおける問題点の解決策として，Web検索結果をクラスタリングし，
提示する手法がある．しかし，生成されたクラスタに付与されるラベルが不適切だった場合，
必要な Webページを見つけるのに時間がかかる．これらを踏まえ，本稿では，Web検索結果に
おける一致率を利用したラベリング手法を提案し，その有効性を示す． 
吉田遼太郎 
 
Web検索を利用した文章間の類似度算出に関する研究 
自然言語処理において，文章間の類似度を測ることは重要である．単語間の類似度と違い，文
章の類似度を算出することは難しい．なぜなら，文章の構造によって解析が難しくなる場合が
あるからである．一般的な解析手法は複雑な処理が必要になり解析に失敗する場合もある．本
研究では，Web検索を用いることで複雑な処理を行わずに類似度を算出する． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
鈴木 悟史 
 
ニューラルネットワークを用いた携帯端末向け数字漢字変換手法 
本研究では，文字情報縮退方式によって入力された数字列をかな漢字に変換する手法を提案し
ている．文字情報縮退方式とは，「１」には「ア行」といったように，各数字に子音を割り当
て，母音情報を用いないことで 1文字 1 打鍵を実現し，携帯端末において従来方式より迅速な
入力を可能とする文字入力方式である．本研究では，入力数字列を分割しニューラルネットワ
ークを用い学習と変換を行う手法を提案している．今回は、このニューラルネットワークを使
い変換された結果に対し、符号誤り訂正をおこなうことで、変換精度の向上を目指しており、
その有効性について検証を行った。 
水野 佑治 
 
脳波データ分類のための体系的な方法論の構築および参照ベクトルの有効な初期値設定法の提
案 
近年，脳活動を読み取り，そこから意味のある情報として特徴を抽出する研究が注目されてい
る．しかし，脳波は複雑なため，意図した意味のある情報として特徴を抽出することは難しい．
そこで本研究では，脳波データを分類し，意図を読み取るために脳波データ分類のための体系
的な方法論の構築を行う． 
山下 和彦 
 
自己組織化マップを用いた動径基底関数ネットワークのパラメータ最適化に関する研究 
動径基底関数ネットワーク(RBFネットワーク)は，非線形の問題を解決することができ，パタ
ーン認識の分野で広く利用されている．しかし，RBFネットワークは，RBF係数を計算する際に，
擬似逆行列を利用しているため，分類数や隠れユニット数が増加した際に計算コストが高くな
るという問題点が挙げられる．そこで，本稿では，自己組織化マップを(SOM)を用いた RBF係数
の計算手法を提案し，計算コスト，認識率の性能評価を行う．また，SOMの学習結果を利用し
た効率の良い RBFネットワークの隠れユニットの決定手法も提案する．そして，既存のアルゴ
リズムによって学習された RBFネットワークと比較し，提案手法の有効性を示す． 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌に掲載された論文一覧 
1) Yuji Mizuno, Hiroshi Mabuchi, Goutam Chakraborty, Masafumi Matsuhara: "Clustering of EEG Data using 
Maximum Entropy Method and LVQ" INTERNATIONAL JOURNAL OF COMPUTERS, Issue 4, Volume 4, pp.193-200, 2010. 
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(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Kazuhiko Yamashita, Goutam Chakraborty, Hiroshi Mabuchi, Masafumi Matsuhara: "An Efficient Method to 
Set RBF Network Parameters Based on SOM Training" Proc. of The 10th IEEE International Conference on 
Computer and Information Technology (CIT-10), pp.426-431, Bradford, UK, 29 June - 1 July, 2010. 
2) Yuji Mizuno, Hiroshi Mabuchi, Goutam Chakraborty, Masafumi Matsuhara: "Clustering of EEG Data Using 
Maximum Entropy Method and LVQ" Proc. of The 10th WSEAS International Conference on SYSTEMS THEORY AND 
SCIENTIFIC COMPUTATION (ISTASC '10), 647-163, Taipei, Taiwan, August 20-22, 2010. 
3) 千葉恭平，Chakraborty Goutam，馬淵浩司，松原雅文:“誤差逆電波法を用いた Chipless RFID の受信波解析手
法の提案”平成 22年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 1C05, p.82, August 2010. 
4) 吉田俊広，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司:“Web 検索結果における一致率を利用したラベリング手
法の提案”平成 22年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2C02, p.87, August 2010. 
5) 加藤久輝，Chakraborty Goutam，馬淵浩司，松原雅文:“SIFTを用いた顔画像における角度特徴抽出手法の提案” 
平成 22年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2D09, p.125, August 2010. 
6) 山下和彦・Goutam Chakraborty・馬淵浩司・松原雅文:“自己組織化マップを用いた動径基底関数ネットワーク
の性能評価”FIT2010 第 9回情報科学技術フォーラム講演論文集, F-029, pp.425-426, September 2010. 
7) 菊地直樹・松原雅文・Goutam Chakraborty・馬淵浩司:“携帯電話での文字入力における誤り自動訂正手法の性
能評価”FIT2010 第 9回情報科学技術フォーラム講演論文集, E-041, pp.319-320, September 2010. 
8) 鈴木悟史・松原雅文・Chakraborty Goutam・馬淵浩司:“符号誤り訂正を用いた携帯端末向け日本語入力手法の
有効性について”FIT2010 第 9回情報科学技術フォーラム講演論文集, E-042, pp.321-322, September 2010. 
9) Ikumi YOSHIDA, Chakraborty GOUTAM, "Algorithm for Gene Selection from DNA-Microarray Data for Disease 
Classification", IEEE TENCON2010, WIE-1.2, November 2010, Fukuoka, Japan. 
10) 蛯澤綾乃・松原雅文・Chakraborty Goutam・馬淵浩司:“チャンキングとカテゴリを利用した携帯電話向け予測
入力手法の提案”情報処理学会第 73回全国大会講演論文集(2), 1S-3, pp.333-334, March 2011. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当無し 
 
2.18.4. その他の活動 
1) Invited talk on 16th. July, 2010. 
Title of the talk: Vehicular Networks for Reductions of Fuel Consumption and CO2 Emissions 
2) Invited talk on 13 September, 2010. 
Title of the talk: Noise Replacement Schemes Based on Adaptive Polynomial Interpolation and Image Fusion 
3) Special talk on 17th. December, 2010. 
Part I: Zigbee Based Wireless Physiological Monitoring System (A Novel Approach to Elderly Health Care) 
Part II: Sensing System for Detection of Dangerous Marine Biotoxins in Seafood 
Part III: Sensing System based Pathogen detection in meat 
4) Invited talk on 13th. January, 2011. 
Title of the Talk - Working with Spatiotemporal database to Bioinformatics 
  
